
参 加 者 募 集事 業 報 告

お 知 ら せ

■補助対象団体 下記①～④を全て満たすこと。

①八潮市社会福祉協議会(八潮市ボランティアセンター)に届出し、その技能や時間

等を他人や社会に貢献することを目的としたボランティア活動団体、ＮＰＯ法人

②本協議会から他の補助金等の交付を受けていない団体

③会員が２名以上の団体

④本協議会が提供する広報媒体への情報提供に同意する団体

■補助対象期間 令和７年１０月１日～令和８年３月３１日

（令和７年１０月１日以降で、すでに実施している取り組みであっても、申請可）

■補助対象事業 八潮市内において団体が主催する地域住民に居場所として開放するふれあいサロン

の実施

■補助額 ふれあいサロン１回２時間あたり２,０００円とし、本協議会の予算内で交付

（１団体あたり上限４,０００円まで）

■申請方法 令和８年３月１０日(火)までに本協議会窓口にて配付する所定の申請書に必要書類

を添付の上、本協議会へ提出してください。

■申込・問い合わせ先 八潮市社会福祉協議会

TEL:０４８-９９５-３６３６ FAX:０４８-９９５-５２８７

ふれあいサロン支援事業補助金
ふれあいサロン（居場所づくり）を応援します！

地域福祉サポーター養成講座
被災者に寄り添い復興を目指す 災害ボランティア編
八潮市社会福祉協議会(八潮市ボランティアセンター)では、災害に関する基礎知識や災害ボラ

ンティア活動における必要な知識などを習得し、有事の際に設置される「災害ボランティアセン
ター」の運営等に協力する「災害ボランティア」の養成を目的に、標記講座を実施しました。

■日 時：１１月１日･８日･１５日･２２日･２９日（いずれも土曜日）
１０：００～１２：００ ※１１月２９日(土)のみ、９：００～１１：００
全５回、他希望者のみ「八潮市総合防災訓練」への参加あり

■場 所：八潮市身体障害者福祉センターやすらぎ
■参加者：２６名（１回のみの参加者を含む）

参加者の皆様からは「災害を身近に感じることができた」「繰り返しやることが大切、仲間を増や
していきたい」「１回のみの参加でしたがもう一度最初から参加したい」などの声が寄せられました。

本講座をきっかけに、今後の地域での更なる活躍にお役立ていただければ幸いです。
私たちも、多くの方に参加いただけるよう、魅力的な講座を企画して参ります。
お忙しい中、ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。

近隣市町の災害の状況と
災害ボランティアの基本

講師 社会福祉法人
埼玉県
社会福祉協議会
地域活動支援課 専門主査 近藤直美氏

令和６年
能登半島地震の現場から
（Zoom）

講師 輪島復興支援団体
リガーレ

被災者支援に役立つ
床はがしのコツ

講師 ReVA 復興
ボランティアチーム・
上尾
代表 市川富代子氏 他

「水害マイ･タイムライン」を
作成して逃げ方を考える

講師 一般財団法人
河川情報センター
流域情報事業部

災害ボランティアセンター
運営訓練

第２回

第４回

講 師 災害ボランティア
活動支援
プロジェクト会議

住民が災害に関心を持ち、地域防災力を高めるために、災害時を想定しながら、平常時の一人ひとり

の備え、地域でのつながりや支え合いの大切さ等を学ぶことを目的に実施します。

第５回

災害ボランティア講演会
もし今、災害が起きたら。あなたは大丈夫？
～子どもや孫世代を守るために、一人ひとりができる"現実的な備え"～

まもなく東日本大震災から１５年…

第３回

■日 時 ２月７日(土) ９：３０～１２：００（９：００受付開始）

■場 所 八潮市身体障害者福祉センターやすらぎ(鶴ヶ曽根414-1)

■内 容 ★炊飯袋を使った非常食炊き出し訓練があります★

第１部 「八潮市における防災対策」

講 師 八潮市 危機管理防災課職員

第２部 「もし今、災害が起きたら。あなたは大丈夫？

～子どもや孫世代を守るために、一人ひとりができる"現実的な備え"～」

講 師 公益財団法人 ＳＬ災害ボランティアネットワーク 理事 畑 謙司 氏

■対 象 者 市内在住・在勤の方

■定 員 ５０人(申し込み順)

■参 加 費 無料

■申込方法 ２月４日(水)までに電話等で

お申し込みください。

■申込・問い合わせ先 八潮市社会福祉協議会

TEL:０４８-９９５-３６３６

FAX:０４８-９９５-５２８７

地域防災力を高めよう！
「地域のつながり×

支え合いの大切さ」

第１回

八潮市総合防災訓練

前回は
令和4年1月16日(日)
コロナ禍での開催

代表 槌谷雅也氏
つちやまさや

構成委員 米沢智秀氏
よねざわちしゅう

副部長 鮎川一史氏
あゆかわかずふみ


